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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上のレンズを含むレンズ部と、
　発光ユニットから出射される光を面光源に変換して前記レンズ部に供給する光源部と、
を含み、
　前記光源部は前記レンズ部と一体に結合され、
　前記光源部は、
　プリント回路基板と、
　前記プリント回路基板上に形成された一つ以上の発光ユニットと、
　前記プリント回路基板上に形成されて前記発光ユニットを埋めるレジン層と、
　前記レジン層の上側に形成された拡散板と、
　を含むことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記レンズ部はアウターレンズを含み、
　前記光源部は前記アウターレンズの下面に結合される、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記レンズ部は、インナーレンズ及びインナーレンズ上に形成されたアウターレンズを
含み、
　前記光源部は、前記インナーレンズの下面に結合される、請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
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　前記光源部は、前記プリント回路基板と前記レジン層との間に形成され、前記発光ユニ
ットによって貫通される構造からなる反射部材をさらに含む、請求項１に記載の照明装置
。
【請求項５】
　前記反射部材上には反射パターンが形成される、請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記反射パターンは、ＴｉＯ2、ＣａＣＯ3、ＢａＳＯ4、Ａｌ2Ｏ3、シリコン、ＰＳの
うちいずれか一つ含む反射インクで形成される、請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記発光ユニットは、側面型発光ダイオードからなる、請求項１に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記レジン層と前記拡散板との間には第１エアギャップが形成される、請求項１に記載
の照明装置。
【請求項９】
　前記第１エアギャップは、０より大きく２０ｍｍ以下の範囲で形成される、請求項８に
記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源部は、前記レジン層の上面に形成されて出射される光を分散する第１光学シー
トをさらに含む、請求項１に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記光源部は、前記第１光学シート上に形成された第２光学シートをさらに含む、請求
項１０に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記第１光学シートの上面又は前記第２光学シートの下面には、出射される光を遮光又
は反射する光学パターンが形成される、請求項１１に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記光学パターンは、
　ＴｉＯ2、ＣａＣＯ3、ＢａＳＯ4、Ａｌ2Ｏ3、シリコンから選択されるいずれか一つ以
上の物質を含む遮光インクを用いて形成される拡散パターンと、
　Ａｌ又はＡｌとＴｉＯ2の混合物質を含む遮光インクを用いて形成される遮光パターン
とが重畳構造からなる、請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記拡散パターンは、前記遮光パターンの上面及び下面のうち少なくともいずれか一面
に印刷された構造で形成される、請求項１３に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記レジン層は、オリゴマーを含む紫外線硬化樹脂からなる、請求項１に記載の照明装
置。
【請求項１６】
　前記オリゴマーは、ウレタンアクリレート、エポキシアクリレート、ポリエステルアク
リレート、アクリルアクリレートから選択されるいずれか一つの物質を含んでなる、請求
項１５に記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記レジン層は、シリコン、シリカ、グラスバブル、ＰＭＭＡ、ウレタン、Ｚｎ、Ｚｒ
、ＡＬ2Ｏ3、アクリルから選択されるいずれか一つからなるビーズをさらに含む、請求項
１に記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記プリント回路基板は、フレキシブルプリント回路基板からなる、請求項１に記載の
照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、照明装置に関し、より具体的には、レジン層を用いて形成した光源部をレン
ズ部と一体化することで、全体の体積及び重量を減少させる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ(Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ)素子は、化合物半導体の特性を利用
して電気信号を赤外線又は光に変換させる素子であり、蛍光灯とは異なり、水銀などの有
害物質を使用せず、環境を汚染させる要因が少なく、従来の光源に比べて寿命が長いとい
う利点を有している。さらに、従来の光源に比べて消費電力が低く、高い色温度により視
認性に優れ、眩しさが少ないという利点も有している。
【０００３】
　したがって、照明装置は、従来の白熱電球や蛍光灯などのような光源を利用する形態か
ら、上述したＬＥＤ素子を光源として利用する形態に発展しており、一例として、特許文
献１に開示されているような、ＬＥＤ素子及びレンズを用いた照明装置が提案されている
。
【０００４】
　図１は、上述した従来の照明装置の構造を概略的に示す図であり、従来の照明装置は、
ＬＥＤ素子を備えた光源部１０、光源部１０から照射された光を前方向に集約する前面レ
ンズ５０、及び外部ハウジング７０を含んでなり、前面レンズ５０及び光源部１０を保護
するキャップ３０がさらに形成されても良い。このとき、このようなキャップ３０は別途
のレンズ機能を果たすことも可能である。
【０００５】
　このような従来の照明装置は、点光源であるＬＥＤから照射される光を反射させるため
に、外部ハウジング７０の内側に反射部材が備えられることが一般的であり、光反射効率
を向上させるために、外部ハウジング７０の内部には一定の空間４０が必ず備えられる。
【０００６】
　したがって、従来の照明装置は、光反射特性を向上させるために一定の空間を必要とす
るので、必然的に照明装置の全体の体積及びサイズが大きくなり、これによりデザインの
設計及び変更が容易ではないという欠点を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】韓国特開第１０-２０１０-０１３２２７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した従来の問題点を解決するためになされたものであり、レンズ部と光
源部とを一体化することで、全体の厚さを薄型化できる照明装置の構造を提供することを
目的とする。
【０００９】
　さらに、本発明は、光源部自体が柔軟性を有するようにして製品デザインの自由度を向
上させると共に、信頼性を確保できる照明装置の構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決するための本発明の照明装置は、一つ以上のレンズを含むレンズ部
と、発光ユニットから出射される光を面光源に変換してレンズ部に供給する光源部と、を
含み、光源部は、レンズ部と一体に結合された構造からなる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、レンズ部と光源部とを一体化することにより、照明装置の全体の厚さ
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及び体積を減少させることができ、照明装置のデザインの自由度を向上させることができ
るという効果が得られる。
【００１２】
　さらに、本発明によれば、光源部自体を一定の柔軟性を有するように形成することがで
き、レンズ部の形状に関係なく、レンズ部と光源部とを一体化できるという効果が得られ
る。
【００１３】
　さらに、本発明によれば、レンズ部と光源部との間に発生する光損失を最小化すること
により、照明装置の光効率を向上させることができるという効果も得られる。
【００１４】
　そして、本発明によれば、光源部内に発光ユニットから出射される光を効率的に反射さ
せることができる構造物の反射部材及び反射パターンを備えることにより、光反射率の向
上と共に輝度向上を極大化できる効果及び均一な面光源を提供することができるという効
果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来の照明装置の構造を概略的に示す図である。
【図２】本発明に係る照明装置の概略的な構造を示す図である。
【図３】図２に示す照明装置における光源部の要部構造を示す図である。
【図４】図３に示す光源部にビーズと反射部材を付加した構造を示す図である。
【図５】図３に示す光源部に反射部材と光学シートを付加した構造を示す図である。
【図６】図５に示す本発明の照明装置に接着層を形成した構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施例について説明する。但し、本発明はこれら
の実施例により限定されるものではない。本明細書に亘って同じ構成要素に対しては同じ
符号を付し、これについての重複説明は省略する。
【００１７】
　本発明は、レンズ部と光源部とを一体化することで、全体の厚さを格段に減少させる一
方、柔軟性を確保し、デザインの自由度を向上させることができる照明装置の構造を提供
することを要旨とする。
【００１８】
　さらに、本発明に係る照明装置は、照明を必要とする様々なランプ装置、例えば車両用
ランプ、家庭用照明装置、産業用照明装置に適用が可能である。例えば、車両用ランプに
適用される場合には、ヘッドライト、車室内照明、ドアスカーフ、後方ライトなどにも適
用が可能である。さらに、本発明の照明装置は、液晶表示装置に適用されるバックライト
ユニットの分野にも適用可能であり、これ以外にも、現在開発されて市販されているか、
今後の技術発展に伴って実現可能な全ての照明関連分野に適用可能である。
【００１９】
　図２は、本発明に係る照明装置の概略的な構造を示す図であり、より具体的には図２(
ａ)は、レンズ部が一つのレンズ(アウターレンズ)で構成される場合の照明装置の構造を
示す図であり、図２(ｂ)は、レンズ部が二つ以上のレンズ(アウターレンズ及びインナー
レンズ)で構成される場合の照明装置の構造を示す図である。
【００２０】
　図２(ａ)を参照すると、本実施例の照明装置は、アウターレンズ３００及びアウターレ
ンズ３００と結合された光源部１００を含んでなる。
【００２１】
　光源部１００は、内部に発光ユニットを含み、発光ユニットから出射される光を面光源
に変換してアウターレンズ３００に放出するものであり、アウターレンズ３００の内側面
に形成されている。このとき、光源部１００とアウターレンズ３００との結合は接着物質
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を用いて行われ、これ以外にもアウターレンズ３００に直接光源部１００を付着する方法
もある。
【００２２】
　一方、本発明の光源部１００は、特に、導光板を省略してレジン層を形成する構造から
なり、より具体的な説明は図３～図６を参照して後述する。
【００２３】
　アウターレンズ３００は、光源部１００から出射される光を集光し平行光の形態に変換
させるものである。このようなアウターレンズ３００は、照明装置の内部構成を保護する
キャップの機能を同時に行うこともできる。このようなアウターレンズ３００の材質とし
ては、光透過性を有する材質であれば制限がなく、例えばガラス材質、ＰＣ(ｐｏｌｙｃ
ａｒｂｏｎａｔｅ)材質、ＰＭＭＡ(ｐｏｌｙｍｅｔｈｙｌｍｅｔｈａｃｒｌａｔｅ)材質
、その他の高分子樹脂などで形成することができる。
【００２４】
　図２(ｂ)を参照すると、本実施例の照明装置は、レンズ部がアウターレンズ３００及び
インナーレンズ５００からなる。そして光源部１００は、インナーレンズ５００と結合さ
れる構造からなり、より具体的にはインナーレンズ５００の内側面に結合される構造から
なる。このとき、光源部１００とインナーレンズ５００との結合は接着物質を用いて行わ
れ、これ以外にもインナーレンズ５００に直接光源部１００を付着する方法もある。そし
て、インナーレンズ５００を形成する材質はアウターレンズ３００と同一であるので、そ
れについての説明は省略する。
【００２５】
　本実施例による照明装置の場合、インナーレンズ５００及びアウターレンズ３００を適
宜調節及び変更することで、外部に放出される光を拡散光や平行光などに変換できるよう
になる。例えば、光源部１００で光が出射されると、インナーレンズ５００で光を一次集
光して平行光の形態に変換し、アウターレンズ３００は、インナーレンズ５００から出射
される光を二次集光して、より精密な平行光に変換して外部に放出できるようになる。
【００２６】
　一方、インナーレンズ５００を通過した光が均一に拡散されてアウターレンズ３００に
供給されるようにするために、インナーレンズ５００とアウターレンズ３００との間には
、レンズエアギャップ４００をさらに形成することもできる。即ち、レンズエアギャップ
４００の形成により、アウターレンズ３００に供給される光の均一性を向上させることが
でき、結果的にアウターレンズ３００を通過して拡散及び出射される光の均一性を向上さ
せる効果を実現できるようになる。
【００２７】
　上述した構造を有する本発明の照明装置は、レンズ部と光源部とを一体化することで、
照明装置の全体の厚さ及び体積を減少させることができ、厚さ及び体積の減少に応じて照
明装置のデザインの自由度を向上させる効果、及び様々な照明関連分野に適用可能な汎用
性を有するようになる。又、レンズ部と光源部とを互いに密着させて形成することにより
、レンズ部と光源部との間で発生する光損失を最小化して、照明装置の光効率を向上させ
る効果も得られる。
【００２８】
　図３は、図２に示す照明装置における光源部の要部構造を示す図である。
【００２９】
　図３を参照すると、本発明の光源部１００ａは、プリント回路基板１１０と、プリント
回路基板１１０上に形成された一つ以上の発光ユニット１３０と、発光ユニット１３０上
に形成されて発光ユニット１３０を埋め、出射される光を前方に誘導するレジン層１５０
と、を含んで構成され、レジン層１５０から入射される光を均一に拡散して外部に発散す
る拡散板２９０をさらに含んで構成することができる。又、図示してはいないが、拡散板
２９０の上部又は下部にはプリズムシート及び保護シートなどがさらに備えられても良い
。
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【００３０】
　プリント回路基板１１０は、基板上に回路パターンが形成された基板、即ちＰＣＢを意
味し、特に、本発明では、一定の柔軟性を確保するためにフレキシブルプリント回路基板
(ＦＰＣＢ)で形成することが可能である。
【００３１】
　発光ユニット１３０は、プリント回路基板１１０上に一つ以上配列されて光を出射する
ものであり、本発明の発光ユニット１３０は、例えば側面型発光ダイオードからなる。即
ち、出射される光の方向が直に上部に直進するのではなく、側面に向かって出射する構造
の発光ダイオードを本発明の発光ユニット１３０として用いることができる。これによる
と光源部１００ａは、側面型発光ダイオードからなる発光ユニット１３０を直下型に配置
する構造からなるので、光拡散及び反射機能を実現するレジン層を活用して拡散板２９０
の方向に光を拡散及び誘導することで、発光ユニットの数を減少させることができ、照明
装置の全重量及び厚さを格段に減少させることができる。
【００３２】
　レジン層１５０は、プリント回路基板１１０及び発光ユニット１３０の上部に形成され
、このようなレジン層１５０は、発光ユニット１３０から出射される光を前方に拡散及び
誘導させる。即ち、レジン層１５０は、発光ユニット１３０を埋める構造で形成すること
により、発光ユニット１３０から側方向に出射する光を分散させる機能を実行することに
なる。即ち、従来の導光板の機能をレジン層１５０で実行するようになる。
【００３３】
　このような本発明のレジン層１５０は、基本的に光を拡散させることができる材質の樹
脂からなる。例えば、本発明のレジン層１５０は、オリゴマーを含む紫外線硬化樹脂から
なり、より具体的にはレジン層１５０は、ウレタンアクリレートオリゴマーを主原料とす
る樹脂を用いて形成することが可能である。例えば、合成オリゴマーであるウレタンアク
リレートオリゴマーとポリアクリルであるポリマータイプを混合した樹脂を用いることが
できる。勿論、ここに低沸点希釈型反応性モノマーであるＩＢＯＡ(ｉｓｏｂｏｒｎｙｌ 
ａｃｒｙｌａｔｅ)、ＨＰＡ(Ｈｙｄｒｏｘｙｌｐｒｏｐｙｌ ａｃｒｙｌａｔｅ)、２-Ｈ
ＥＡ(２-ｈｙｄｒｏｘｙｅｔｈｙｌ ａｃｒｙｌａｔｅ)などが混合されたモノマーをさら
に含むことができ、添加剤として光重合開始剤(例えば、１-ヒドロキシシクロヘキシルフ
ェニルケトン(１-ｈｙｄｒｏｘｙ ｃｙｃｌｏｈｅｘｙｌ ｐｈｅｎｙｌ-ｋｅｔｏｎｅ)な
ど)又は酸化防止剤などを混合することができる。但し、上述した内容は一例に過ぎず、
これ以外にも、現在開発されて市販されているか、今後の技術発展に伴って実現可能な光
拡散機能を実行できる全ての樹脂を用いて本発明のレジン層１５０を形成できる。
【００３４】
　本発明によれば、レジン層１５０の存在により、従来の導光板の占めていた厚さを格段
に減少させることができることから、製品の薄型化を実現することができ、軟性の材質を
有するようになり、屈曲面にも容易に適用できるという利点、デザインの自由度を向上さ
せることができるという利点、及びその他のフレキシブルディスプレイにも応用及び適用
が可能であるという利点を有することになる。
【００３５】
　拡散板２９０は、レジン層１５０の上部に形成され、レジン層１５０を通過して出射さ
れる光を全面に亘って均一に拡散させる役割を果たす。このような拡散板２９０は、一般
的にアクリル樹脂で形成するが、これには限定されず、その他にもポリスチレン(ＰＳ)、
ポリメチルメタクリレート(ＰＭＭＡ)、環状オレフィンコポリマー(ＣＯＣ)、ポリエチレ
ンテレフタレート(ＰＥＴ)、レジン(ｒｅｓｉｎ)のような高透過性プラスチックなどの拡
散機能を実現することができる全ての材質で形成できる。
【００３６】
　拡散板２９０とレジン層１５０との間には、エア層(第１エアギャップ)２８０をさらに
形成することができる。このとき、第１エアギャップ２８０の存在により拡散板２９０に
供給される光の均一性を向上させることができ、結果的に拡散板２９０を通過して拡散及
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び出射される光の均一性を向上させる効果、及び均一な面発光を実現する効果を有するよ
うになる。一方、レジン層１５０を透過した光のばらつきを最小化するために、第１エア
ギャップ２８０の厚さＨ１は０より大きく２０ｍｍ以下の範囲で形成するが、これには限
定されず、必要に応じて適宜設計及び変更可能である。
【００３７】
　図４は、図３に示す光源部にビーズと反射部材を付加した構造１００ｂを示す図である
。
【００３８】
　図３及び図４を参照すると、本発明のレジン層１５０には、内部に中空(又は空隙)が形
成された複数のビーズ１５１が混合及び拡散された形態でさらに含まれ、このようなビー
ズ１５１は、光の反射及び拡散特性を向上させる役割を果たす。例えば、発光ユニット１
３０から出射された光がレジン層１５０の内部のビーズ１５１に入射すると、光はビーズ
１５１の中空により反射及び透過されて拡散及び集光され拡散板２９０に出射される。こ
のとき、ビーズ１５１によって光の反射率及び拡散率が増加することになり、その後の拡
散板２９０に供給される出射光の光量及び均一性が向上し、結果的に照明装置の輝度を向
上させる効果が得られる。
【００３９】
　このようなビーズ１５１の含有量は、所望の光拡散効果を得るために適宜調節すること
ができ、より具体的には、レジン層１５０の全重量に対して０.０１～０.３％の範囲で調
節できるが、これに限定されない。即ち、発光ユニット１３０から側方向に出射される光
は、レジン層１５０とビーズ１５１を通じて拡散及び反射されて上部方向に進行できるよ
うになる。このようなビーズ１５１は、シリコン、シリカ、グラスバブル、ＰＭＭＡ、ウ
レタン、Ｚｎ、Ｚｒ、Ａｌ2Ｏ3、アクリルから選択されるいずれか一つからなり、ビーズ
１５１の粒径は、１μｍ～２０μｍの範囲で形成されるが、これに限定されるものではな
い。
【００４０】
　本発明の反射部材１２０は、プリント回路基板１１０の上面に形成され、発光ユニット
１３０が貫通して形成される構造からなる。このような本発明の反射部材１２０は、反射
効率が高い材質で形成されることにより、発光ユニット１３０から出射される光を拡散板
２９０が位置する上部に反射させて光の損失を減らす役割を果たす。このような反射部材
１２０は、フィルム形態でなり、光の反射特性及び光の分散を促進する特性を実現するた
めに、白色顔料を分散及び含有する合成樹脂を含んで形成することができる。例えば、白
色顔料としては、酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化亜鉛、炭酸鉛、硫酸バリウム、炭
酸カルシウムなどを用いることができ、合成樹脂としては、ポリエチレンテレフタレート
、ポリエチレンナフタレート、アクリル樹脂、ポリカーボネート、ポリスチレン、ポリオ
レフィン、セルロースアセテート、耐候性塩化ビニルなどを用いることができるが、これ
らに限定されるものではない。
【００４１】
　反射部材１２０の表面には反射パターン１２１が形成され、反射パターン１２１は、入
射される光を散乱及び分散させることで、拡散板２９０に光が均一に伝達されるようにす
る役割を果たす。反射パターン１２１は、ＴｉＯ2、ＣａＣＯ3、ＢａＳＯ4、Ａｌ2Ｏ3、
シリコン、ＰＳのうちいずれか一つを含む反射インクを用いて反射部材１２０の表面に印
刷することにより形成されるが、これらに限定されるものではない。
【００４２】
　図５は、図３に示す光源部に反射部材と光学シートを付加した構造１００ｃを示す図で
ある。以下では、図３に示す構造に反射部材と光学シートが付加されたもので説明するが
、これは一例に過ぎず、ビーズと反射部材が付加された構造である図４に示す光源部に光
学シートを付加することも可能である。
【００４３】
　図３～図５を参照すると、本発明の光源部１００ｃは、レジン層１５０の上面に形成さ
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れた第１光学シート１７０及び第１光学シート１７０上に形成された第２光学シート１９
０をさらに含んで形成することができる。又、第１光学シート１７０の上面又は第２光学
シート１９０の下面には、光学パターン１８３がさらに形成されても良く、第２光学シー
ト１９０上に追加的に一つ以上の光学シートをさらに形成することも可能である。
【００４４】
　第１光学シート１７０の上面又は第２光学シート１９０の下面に形成された光学パター
ン１８３は、発光ユニット１３０から出射する光の集中を防ぐために形成される遮光パタ
ーンからなり、このためには、光学パターン１８３と発光ユニット１３０との間で位置合
わせ(ａｌｉｇｎ)が必要である。このとき、位置合わせ後、固定力を確保するために以下
で説明する接着層を用いて第１光学シート１７０及び第２光学シート１９０を接着するこ
とになる。
【００４５】
　第１光学シート１７０及び第２光学シート１９０は、光透過性に優れた材質を用いて形
成することができ、一例としてＰＥＴを用いることができる。
【００４６】
　第１光学シート１７０と第２光学シート１９０との間に配置される光学パターン１８３
は、基本的に、発光ユニット１３０から出射される光が集中しないようにする機能を果た
す。このような光学パターン１８３は、光の強度が過度に強くて光学特性が悪くなったり
、黄色光が導き出されたりする現象を防止するために一定部分の遮光効果が実現されるよ
うに遮光パターンで形成され、このような遮光パターンは、遮光インクを用いて第１光学
シート１７０の上面又は第２光学シート１９０の下面に印刷工程を行うことにより形成す
ることができる。
【００４７】
　光学パターン１８３は、光を完全に遮断する機能ではなく、光の部分的遮光及び拡散の
機能を実行できるように一つの光学パターンで光の遮光度や拡散度を調節できるように形
成することができる。より具体的には、本発明に係る光学パターン１８３は、複合的なパ
ターンの重畳印刷構造で形成することもできる。重畳印刷構造とは一つのパターンを形成
し、その上部にもう一つのパターン形状を印刷して形成する構造をいう。
【００４８】
　一例としては、光学パターン１８３は、光の出射方向に高分子フィルム(例えば、第２
光学シート)の下面にＴｉＯ2、ＣａＣＯ3、ＢａＳO4、Ａｌ2Ｏ3、シリコンから選択され
るいずれか一つ以上の物質を含む遮光インクを用いて形成される拡散パターンと、Ａｌ又
はＡｌとＴｉＯ2の混合物質を含む遮光インクを用いて形成される遮光パターンとの重畳
構造で形成することができる。即ち、高分子フィルムの表面に拡散パターンを白色印刷し
て形成した後、その上に遮光パターンを形成したり、これとは逆の順序で２重構造に形成
したりすることも可能である。勿論、このようなパターン形成のデザインは光の効率と強
度、遮光率を考慮して多様に変形できることは明らかであろう。又は、順次積層構造にお
いて中央層に金属パターンの遮光パターンを形成し、その上部と下部にそれぞれ拡散パタ
ーンを形成する３重構造で形成することも可能である。このような３重構造においては上
述した物質を選択して形成することが可能であり、望ましい一例としては、屈折率に優れ
たＴｉＯ2を用いて拡散パターンのいずれか一つを形成し、光安定性と色感に優れたＣａ
ＣＯ3をＴｉＯ2と共に用いて他の拡散パターンを形成し、遮蔽性に優れたＡｌを用いて遮
光パターンを形成する３重構造により光の効率性と均一性を確保することができる。特に
、ＣａＣＯ3は、黄色光の露出を遮断する機能により、最終的に白色光を実現するように
機能することでより安定した光効率を実現でき、ＣａＣＯ3以外にもＢａＳＯ4、Ａｌ2Ｏ3

、シリコンビーズなどの粒子サイズが大きく、類似の構造を有する無機材料を活用するこ
ともできる。さらに、光学パターン１８３は、ＬＥＤ光源の出射方向から遠ざかるほどパ
ターン密度が低くなるようにパターン密度を調節して形成することが光効率の面で望まし
い。
【００４９】
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　図６は、図５に示す光源部に接着層を形成した構造１００ｄを示す図である。
【００５０】
　図３～図６を参照すると、本発明の光源部１００ｄは、第１光学シート１７０と第２光
学シート１９０との間に形成された接着層１８０をさらに含んで形成でき、接着層１８０
には第２エアギャップ１８１をさらに形成することができる。即ち、接着層１８０は、光
学パターン１８３の周りに離隔された空間(第２エアギャップ)１８１を形成し、その他の
部分には接着物質を塗布して第１光学シート１７０及び第２光学シート１９０を相互に接
着する構造で形成することができ、第２光学シート１９０上に追加的に一つ以上の光学シ
ートをさらに形成することも可能である。第１光学シート１７０、第２光学シート１９０
、接着層１８０、及び光学パターン１８３を含む構造は、光学パターン層Ａと定義するこ
とが可能である。
【００５１】
　接着層１８０は、光学パターン１８３の周辺部を取り囲み、その他の部分に第２エアギ
ャップ１８１を形成する構造又は光学パターン１８３の周辺部に第２エアギャップ１８１
を形成する構造で形成することができ、これにより、二つの光学シートを接着して位置合
わせできるようになる。即ち、第１光学シート１７０及び第２光学シート１９０の接着構
造は、印刷された光学パターン１８３を固定する機能をさらに実現することができる。
【００５２】
　このとき、接着層１８０は、熱硬化型ＰＳＡ、熱硬化型接着剤、ＵＶ硬化型ＰＳＡタイ
プの物質を用いることができるが、これらに限定されるものではない。
【００５３】
　このとき、図３の説明で上述した第１エアギャップ２８０は、第２光学シート１９０と
拡散板１７０との間に形成することができ、第１エアギャップ２８０の存在により、拡散
板２９０に供給される光の均一性を増加させることができ、結果的に拡散板２９０を通過
して拡散及び出射される光の均一性を向上させる効果を実現することができる。このとき
、レジン層１５０を透過した光のばらつきを最小化するために、第１エアギャップ２８０
の厚さは０～２０ｍｍの範囲で形成されるが、これには限定されず、必要に応じて適宜設
計及び変更可能であることは図３の説明で上述した通りである。
【００５４】
　また、図示してはいないが、必要に応じて光学パターン層Ａ上に追加的に一つ以上の光
学シートをさらに形成できることは上述した通りである。
【符号の説明】
【００５５】
　１００　　光学部
　１１０　　プリント回路基板
　１２０　　反射部材
　１２１　　反射パターン
　１３０　　発光ユニット
　１５０　　レジン層
　１５１　　ビーズ
　１７０　　第１光学シート
　１８０　　接着層
　１８１　　第２エアギャップ
　１８３　　光学パターン
　１９０　　第２光学シート
　２８０　　第１エアギャップ
　２９０　　拡散板
　３００　　アウターレンズ
　５００　　インナーレンズ
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【図６】
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